
　

                                                          令和2年7月１日　アンジェリカ保育園　園だより

ひだまり通信

年齢別の遊びとおもちゃ

１３日（月） 0.1.2歳児 身体測定

１４日（火） 3.4.5歳児 身体測定

１５日（水） 運動あそび指導

３０日（木） 避難訓練

３１日（金） 縁日ごっこ

夏祭りは中止となりましたが、31日の午前中、ほし組とそら組を対象に子どもと保育士のみでの

「縁日ごっこ」を行います。感染症等の状況によっては中止になるかもしれませんのでご了承

ください。

１１日（月） 0.1.2歳児 身体測定

１２日（火） 3.4.5歳児 身体測定

２６日（水） 運動あそび指導

２８日（金） 避難訓練

子育てのヒントを毎月掲載します

保健コーナー 【熱中症】

この時期の遊び

おしらせ①

「子育て支援 ひだまり通信」高山静子著 チャイルド本社より

1歳半から3歳ごろ

4歳から6歳ごろ

おしらせ③ 毎月のクラスだよりは終了とします。クラスごとの活動につきましては、引き続き

日々のホワイトボードにて写真と共に掲示いたしますのでご確認ください。

想像遊びが盛んになる時期、言葉が爆発的に増える時期、道具の

使い方に慣れる時期、体を動かし次第に動きが滑らかになる時期

友だちと遊ぶことが遊びの中心となる時期、知識を旺盛に吸収する時期

少しずつルールを守れるようになる時期、手足・体の器用さが増す時期

この時期のおもちゃ この時期に向かないもの

嘔吐、下痢等で汚れた衣類の取り扱いについて

・外遊びが中心になる時期。（走る、登

る、滑るなど、体を様々に動かす）

・物を見立てたり、つもりになったりして

遊ぶ。

・道具を使って遊ぶ。（すくう、かきまぜ

るなど）

・入れる、出すなど簡単な操作遊び。

・積み木や粘土で作った物に命名した

りする。

・うたう、踊る、喋る、話を聞く絵本を

読んでもらう。

○砂遊び、水遊び道具。

○人形とままごと道具。

○積み木と木製の動物。

○自分で動かす自動車。

○お絵かき道具。

○操作遊びおもちゃ。

○図鑑、絵本。

○ダンボール箱

など

×おもしろいテレビ番組やDVD

など体をじっとさせるもの。

×線をなぞったり形に合わせて

色を塗るなど型にはめるもの。

×字や数字など概念を学習する

もの。

×子どもの行為に関係なく動く

もの。

×ひとりごとの邪魔をする音が

鳴り続けるもの。

×おもしろいDVDなど長時間

自発性、積極性の発揮を

奪うもの。

×音や映像の刺激が強い

テレビゲーム系のもの。

×我慢や努力なしに容易に

達成感が得られるもの。

×暴力やいじめなど

反社会的行動を

誘発するもの。

○世話ができる人形、指人形や

手袋人形、小さな人形。

○変身できる大布、スカート、帽子

など。

○ごっこ遊びの材料になるおも

ちゃ。 （注射器など）

○折り紙、工作の材料になる広

告紙や空き箱、ダンボールなど。

○積み木、細かなブロック、手織

機、ビーズ、チェーンリングなど。

○コマ、トランポリン、縄跳びなど。
○あやとり、カルタなどのカード

ゲーム。

○図鑑、絵本。

・アスレチック、スキップなど手足

をバランスよく動かす運動遊び。

・友だちとイメージをすりあわせる

ごっこ遊び。

・鬼ごっこ、わらべ歌、ボードゲー

ムなどルールのある集団遊び。

・折り紙、パズル、織物、迷路の

線引きなど複雑な操作遊び。

・積み木、ブロック、箱工作、描画

など自分のイメージしたものを

それらしく作ってみようとする

構成遊び。

・歌う、踊る、リズム遊び、話をす

る、話を聞く、絵本、言葉遊び。 よろしければ

ｋ 参考にしてみてください

おしらせ②

これから、ジリジリと暑い夏本番がやってきま

す。この時期特に気を付けたいのが熱中症です。

乳幼児は体も小さく、自ら意思表示をして水分をとること

が難しいので、脱水症状や熱中症にならないよう、周囲

の大人が気を付けましょう。

熱中症は炎天下だけでなく湿度の高い室内でも起こり

得ます。通気性の良い服を着せ、こまめに水分を与え

外出時にはきちんと帽子をかぶらせるなどしましょう。

体調の変化に気を付け、暑い夏を健康に乗り切りましょう。

※今年度のプール遊びは中止となります。

育児休暇を取得していた

中村歩が7月15日（水）より

復帰します。

復帰後はゆめ組担任となり

ますのでよろしくお願いいた

します。

長い登園自粛期間を終え、とうとう今月より通常通りの開園となりました！

感染のピークを乗り越え無事にこの日を迎えられたのも、登園自粛や健康管理の徹底等のご協力

をしていただいた皆様のおかげです。感謝申し上げます。

通常の開園に戻りましたが、引き続き安全と、豊かな保育の両立を目指してまいりたいと思います。

今年度の行事に関しましては、その時々の状況を見ながら決定したいと思っておりますが残念なが

ら縮小、中止の方向で考えております。その中でも、子ども達の生活がより充実し、その成長した姿

を保護者の皆様に伝えられるよう努力してまいりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

園長 松尾 康弘

感染症対策として、嘔吐や下痢、尿や便、血液等の付いた衣類は、洗わずに袋に入れて

お返しします（尿失禁につきましては、感染症流行期以外は汚れ物袋に入れさせていただ

きます）。袋は園舎外のフックスタンドにかけておきます。保育士から伝えられた数字、アル

ファベットが記載されているフックの衣類を忘れずにお持ち帰りください。


